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第３章では、この可能性を判断するため，３次元 FPGA アレイ構造の Virtual Object by 
















通常の再構成可能な HPC システムは一、二次元のネットワーク構成である。3 次元計算問
題については，3 次元格子を 2 次元や 1 次元構成のプロセッサ・ネットワークに展開せざ
るを得ず、不要なデータ転送が生じるため、全体の演算性能が悪化する。3 次元構成が可











なった．その結果，三次元 CIP法の場合，一枚当たりの FPGAの性能は 1.916[GFlops]であ
り，99%のピーク性能(1.93[GFlops])であった。三次元ポアソン方程式の場合，2*2*2=8枚
構成の FPGA アレイでは、12.46 [GFlops]の性能があった．最大規模 4*4*8=128 の構成で
FPGAアレイを構築するとなると，全体システムでは 199.36 [GFlops]の性能，435Wの消費
電力となる．この評価に用いた FPGAは低性能の FPGAであり、高速演算用では 500MHz動作
が可能である。その FPGAを使用した場合には 2TFlops の実効性能が予想される。以上の結
果に基づき，Vocaliseの具体的な効率と性能は注目すべき結果である。 
第５章では、提案システムについて議論、まとめを行っている。Vocaliseに複数の処理回
路（移動，音声認識、音声合成、画像認識など）を実時間処理するアプリや大量な画像を
送信する Webアプリの検討も行った．最後に、今後のまとめを行った。 
 
 
